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	こども家庭庁補助事業
	令和8年度 特定妊婦等支援機関ネットワーク形成事業
	妊産婦等生活援助事業所 設置促進・機能強化 全国6ブロック研修開催のご案内
	参加費

	無料
	ブロック
	中　部
	妊産婦等生活援助事業所の設置促進・機能強化を目的とし、 事例共有・情報交換会を開催します。
	● 立ち上げ・設置・運営・機能強化の効果や先進事例、課題を知ることができます。 ● 情報交換会で自ブロックの自治体・他団体と交流ができます。 ● 妊産婦等生活援助事業所の事業概況や現状を知ることができます。 ● 設置促進・機能強化に向けた専門家によるアドバイザー派遣のご案内も実施します。

	妊産婦を支える輪を、あなたの地域にも。
	しゃちネット妊産婦等生活援助コンソーシアム
	2026年8月10日（月） 10:00〜16:00（3部構成）
	富山・石川・福井・岐阜・愛知・三重の自治体、事業所を運営するまたは検討している民間団体
	中部ブロック 事務局 nin-con-contact@shachi-net.com
	本研修では先進的な妊産婦等生活援助事業の事例・課題を直接聞くことができます。 また、同じブロック内の自治体・民間団体との顔の見える関係を構築できます。 妊産婦等生活援助事業の取組は始まったばかりです。 皆様の現場での気づきや取組が、今後の日本の特定妊婦などの支援の向上につながります。ご参加をお待ちしております。

	講師紹介

	北根 あづさ
	（社福）中央有鄰学院　乳幼児・里親支援部門責任者
	乳児院ほだか施設長、妊産婦等生活援助事業あん施設長、里親支援センターほだかの里責任者。米国で修士課程（カウンセリング）を修了後、児童心理治療施設セラピスト、スクールカウンセラー、クリニック心理士などを務める。2007年非常勤心理士として児童養護施設中央有鄰学院（現ゆうりん）に入職。法人内の児童養護施設、自立援助ホームでの勤務を経て、乳児院ほだかの心理士、副施設長を務め、2022年より現職。


	こども家庭庁 支援局 家庭福祉課　担当者
	松岡 典子
	NPO法人MCサポートセンターみっくみえ代表、一般社団法人全国妊娠SOSネットワーク　理事、助産師
	長年こども虐待予防活動に従事　三重県委託事業「妊娠ＳＯＳみえ」では予期しない妊娠をした女性の多機関での連携支援を行い0日目の虐待死亡を防ぐ等の活動をしている。また全国の妊娠ＳＯＳ窓口の伴走支援・LINE相談対応研修も行っている。


	妊産婦等生活援助事業とは
	妊産婦等生活援助事業とは家庭生活に困難を抱える特定妊婦や出産後の母子等に対する支援の強化を図るため、一時的な住まいや食事の提供、その後の養育等に係る情報提供や、医療機関等の関係機関との連携を行うことを目的に下記の事業を行うものです。 利用者の状態に応じた支援計画の策定／妊娠葛藤、こどもの養育、自立に向けた相談支援／入居や通いの居場所や食事の提供等の生活支援／児童相談所・自治体、児童福祉施設、医療機関等の関係機関との連携／医療機関受診、就労支援機関の利用、行政手続き等の同行支援

	個別のお悩みに伴走します！ アドバイザー派遣のご案内
	本事業では、設置促進や機能強化の支援ため、専門知識をもつアドバイザーの派遣・勉強会開催等を予定しております。自治体や団体の課題に沿った個別相談対応をいたします。当日会場にて詳細をご説明します。当日参加できない方への資料送付も承りますので、お気軽にお問い合わせください。
	記録・広報・運営に関するお願い
	本事業の記録および報告、また今後の事業紹介（ウェブサイトや報告書等）を目的として、会場内での録画・録音・写真撮影を実施いたします。写真を公開する際は、個人の特定ができないよう加工を施すなど、プライバシーに十分配慮いたします。参加者の皆様による講義内容の録音・録画、およびSNS等への無断転載はご遠慮ください。
	本事業について 本事業は令和8年度(令和7年度からの繰越分)特定妊婦等支援機関ネットワーク形成事業として、こども家庭庁から補助を受けしゃちネット妊産婦等生活援助コンソーシアムが実施しています。
	しゃちネット妊産婦等生活援助コンソーシアム 妊産婦とこどもたちを支援する団体有志が、令和8年度特定妊婦等支援機関ネットワーク形成事業（こども家庭庁補助事業）の採択を受け、妊産婦等生活援助事業所（以下「事業所」という。）の設置促進・機能強化を行うとともに、事業所のほか市町村や児童相談所、児童福祉施設、医療機関等の関係機関が連携し、家庭生活に支障が生じている特定妊婦や出産後の母子等（以下「特定妊婦等」という。）への支援についての課題等を把握・共有することで、特定妊婦等への理解をより深め、支援が必要な特定妊婦等が安心した生活を行うことができる社会の実現を図ることを目的として組成したコンソーシアムです。




